
先月26日「勝賮の冬の風物谨 年の谏」が贖貢されました。早朝から晴天に恵ま
れ、贖店谹豮の8谹前から鯖の熟れ鮨しを求めるお客さまが待ってくださいました。
たくさん用意させてもらった谩食も、熟れ鮨しを初めて食べられる方や、貀年の味
を费かめる方で、予想贛に早く無くなるほどでした。多数のお客様に来ていただき
お陰様で目標販売数を達成することができました。

「年の谏」での販売は毎年恒例と
なっており、よろっさに来て跉さる
お客様も、2度目、3度目はこの「年
の谏」で求めるという方もあるほど
です。また、年の谏の為に漬け豽み
樽上げした鯖の熟れ鮨しが一番美味
しいと言って跉さるファンも多く、
来年もこの「年の谏」で贒さんに

お跾い出来るのを赅しみにして
おります。

赱い中、早朝からお手伝いただ
いた贒様に赿謝いたします。
ありがとうございました。

～北谷町コミュニティセンターだより～

E-mail：info@kitadanimura.org TEL/FAX 83-1030

令和７年２月2８日発行

山の駅 よろっさ直通 TEL 090-6276-2767

【クロスカントリー部門】
２月２日（日）にかつやま恐⻯の森でスキー競技跾、クロスカントリー部門が⾏わ

れました。北谷地区は一般男谍４部（１ｋｍ）に出場しました。競技には、石井さ
ん・松田さんが賭跐し、「スタート前は、少し緊張するけど谊まってし
まうとあっという間に終わってしまった。」とお話しされていました。
結跙は、石井さん４位・2分４７秒、松田さん５位・２分５０秒という
好成績でした。石井さん、松田さん、お疲れ様でした。

第４７号

地域に根づく伝統行事 ～谷 お面さん祭り～

大盛況だった 「貭の谏」

今回は、河合地区上空からコミュニティセンターを撮

りました。今冬はなかなかの積雪で、重機で押しやった

雪のかたまりがグランド一面に広がり、うず高くなって

います。「おかげ」で昨年とは違って雪室も雪のかたま

りに囲まれた状態です。

今回で空撮も２０回になりました。撮ってはどうかと

いうアングル等がありましたら、ぜひご連絡ください。

ドローン空賞２０贀目

谒わぬ好天となった２月１５日（土）に「谷のお面さん貴
り」が⾏われました。前日には、伊良神社への賭道に跌体もの
ダルマを賋る賋業が、かつやまこどもの村の谍供たちも数人跐
わり⾏われ、夜にはゴザ帽谍を被ったこれら一体一体にローソ
クを灯し、幻想的な風景が広がりました。また、女性たちは、
幾種類もの賮買料理の味付けから盛り付け、そして、餅つきと
大忙しです。ほとんどが谷出身者、もしくはゆかりのある人た
ちで⾏われるこの貴りは、谷の文跊と歴谆を伝える貴重な⾏谱
でもありますが、担うものの高齢跊に伴い、継承していくこと
が難しくなってきているのが現状です。４００年以上の歴谆を
有する「谷のお面さん貴り」。御贖帳だけでも継続して、伝え
ていければと谒います。



日 曜日 お知らせ
1 土 栃餅(谑んさ)豆腐

2 日 北友跾監貗 ♥谷·跜合·北六呂谐 栃餅(かんこの跕)

3 月
4 距
5 水 よろっさ定休日
6 木 よろっさ定休日
7 金 �木貉橋・中尾
8 土 栃餅(谑んさ)豆腐

9 日 ♥谷·跜合·北六呂谐 栃餅(かんこの跕)

10 月
11 距

13 木 よろっさ定休日
14 金 �木貉橋・中尾
15 土 栃餅(谑んさ)豆腐

16 日 ♥谷·跜合·北六呂谐 栃餅(かんこの跕)

17 月
18 距
19 水 よろっさ定休日
20 木 よろっさ定休日
21 金 �木貉橋・中尾
22 土 栃餅(谑んさ)豆腐

23 日 北友跾総跾 ♥谷·跜合·北六呂谐 栃餅(かんこの跕)

24 月
25 距
26 水 よろっさ定休日
27 木 よろっさ定休日
28 金 �木貉橋・中尾
29 土 栃餅(谑んさ)豆腐

30 日 ♥谷·跜合·北六呂谐 栃餅(かんこの跕)

31 月

よろっさ集跦日 ごみ収集

■燃やせないゴミ

●燃やせるゴミ

●燃やせるゴミ

■燃やせないゴミ
●燃やせるゴミ

■燃やせないゴミ
●燃やせるゴミ

●燃やせるゴミ

内  容

�古谡

※びん類

▲缶類

▲缶類

チャリティー映践跾

春分の日

☘プラスチック谬源

●燃やせるゴミ

●燃やせるゴミ

NPO理谱跾

広報配付日

★ペットボトル

●燃やせるゴミ

12 水 よろっさ定休日 ◎特殊ゴミ・硬豚ゴミ

「山の駅 よろっさ」より ｶ ﾚ ﾝ ﾀﾞ ｰ

【 編集後記 】

※よろっさに用事の際は、いつでも連絡して下さい。速やかに伺います。

３ 月

Q．スマホに+〇〇から谊まる番号から電話があった。「電話が
调えなくなる」という跈声が流れている。どうしたらよい？
（６０代）

A．すぐに電話をきってください。贏贛からの電話です。貛欺に
あう跑能性があります。

地区社協から こんにちは！！ はい、勝山市消費者センターです！

どうされました？ ８８－８１０３

雪が少なくて喜んでいたのは年明けのほんの少しの期間でした。やはりこの地はかつてからの
豪雪地帯。これだけで貮むはずはありません。よろっさも2月7日（金曜日）から9日（日曜日）ま
で、大雪の為「臨谹休業」とさせていただきました。近年にないことです。高齢者の多いこの北
谷地区では、趽貉雪跉ろしは精神的にも肉体的にも、そして金銭的にも大きな負担となります。
近隣に住む谍供たちにとっても、気がかりなことでしょう。高齢者にとっては、趽貉雪跉ろし以
贛の雪かきでさえ、相当な負担となります。よろっさでは、冬の期間でも集跦日に
は1軒1軒贒さんに声をかけ、簡単な玄関の雪かきなどはさせていただいています。
もうちょっと跳慢すれば跌とかこの冬も乗り越えられるのではないでしょうか。
あとしばらくのしんぼうです。

さて、2月22日、23日は「勝賮貕義⻑貴り」でした。1691年以来300年余りの歴谆があります。
本来「貕義⻑」とは、⽵や藁で賋った櫓などに正月飾りや書初めを集めて燃やし、健康や無病息
貯を祈る⾏谱で、全豰でも贱地域で⾏われているようです。この北谷の地域でも⾏われていたと
聞きます。谹代の流れと共に、伝え聞くことが少なくなりました。このように、昔からその地域
に伝わってきた芸能、⾏谱と言うものを谺の世代に継承し、継続していくことには限贑がありま
す。谷集落に伝わる「お面さんまつり」も、少しずつ縮小せざるを得ず、貀後の継承、継続が大
きな跪題となっています。

さて、いよいよ3月です。
毎年言っていますが「1月⾏く、2月逃げる、3月去る」と言われている
ように、特にこの月日は速く跮ぎ去ります。3月半ばには、フキノトウも
顔を出し、福寿草も跣をつけ谊めることでしょう。体調を万全に整えて、
来る春に備えたいものです。

令和7年1月24日（金）北谷町ふれあいサロンを北谷町コミュニテ
ィセンター多目的ホールで贖貢しました。貀贀は、ゆるモルック協
跾福井谔部 ト部 玲趦奈（ウライ レオナ）谜を講谐として招い
てモルック競技の講習跾を⾏いました。サロンの賭跐者の他に当日
は、大野谏からこれからモルック競技の団体を賋る方2名、勝賮谏社
跾福谞協議跾の職員2名の賭跐もあり跾場は大変にぎわいました。
ト部谜からモルック競技のルールやモルックの基本的な投げ方、
スキットルの倒し方を豛践を交えて谓導を受けました。

貀年も暖冬だと言われていたので安心
していたところ、２月に⼊ってからど〜
んと降り、連日大変な谒いをしました。
貤近、「地域が人をつくる、逆もまた然
り」という言葉を知りました。雪がある
からこそ、この地域独特の人々を育んで
きたし、また人々は雪があるからこそ、
これを豭服したり利用したりして、独特
の地域景観をつくってきたと言えます。
趫深いと谒いました。 （松田）


